
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 4年度補正 スマートシティ実装化支援事業 

調査報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6年 3月 

国土交通省 都市局 

大手町・丸の内・有楽町地区スマートシティ推進コンソーシアム 



 
 
 
 
目次 
 
 
 

Copyright © 2022 The Council for Area Development and Management of Otemachi, Marunouchi, and Yurakucho. 1-1 

 
 

 

 

 

団体名 大手町・丸の内・有楽町地区スマートシティ推進コンソーシアム 

対象区域  
（該当に○を付す）
 

a 地区単位（数ha～数十ha程度） 

b 複数地区をまたぐ区域（例：ニュータウン）  

c 市町村全域 

d その他（複数市町村をまたぐ区域、鉄道沿線等） 

地方公共団体 

市町村等名  東京都 

代表者役職及び氏名 スマートシティ戦略担当課長 藤田 真成 

連 

絡 

先 

部署名 

デジタルサービス局デジタルサービス推進部 
 デジタルサービス推進課 

担当者名 山本 真之介 

住所 東京都新宿区西新宿2-8-1 

電話番号  03-5000-6455 

FAX番号  - 

メールアドレスShinnosuke_Yamamoto@member.metro.tokyo.jp 

市町村等名 千代田区 

代表者役職及び氏名 麹町地域まちづくり担当課長 

連 

絡 

先 

部署名 環境まちづくり部 

担当者名 齊藤 理恵 

住所 東京都千代田区九段南1-2-1 

電話番号  03-5211-3617 

FAX番号  03-3264-4792 

メールアドレス chiiki-machi@city.chiyoda.lg.jp 

民間事業者等※ 

(代表） 

 

事業者名 
一般社団法人大手町・丸の内・有楽町地区 
まちづくり協議会 

代表者役職及び氏名 理事長 細包 憲志 

部署名 スマートシティ推進委員会 

担当者名 植村亮平 

連 

絡 

先 

住所 東京都千代田区大手町1-1-1 大手町パークビル 

電話番号 080-1066-0840 

FAX番号 03-3287-3275 

メールアドレス ryohei_uemura@mec.co.jp 

令和 6 年 3 月 XX 日作成 



 
 
 
 
目次 
 
 
 

Copyright © 2022 The Council for Area Development and Management of Otemachi, Marunouchi, and Yurakucho. 1-2 

1. はじめに ........................................................................................................................................ 1-1 
1.1. 対象区域について ................................................................................................................... 1-1 
1.2. コンソーシアムについて ........................................................................................................ 1-1 
1.3. 都市の課題について ............................................................................................................... 1-1 

2. 目指すスマートシティとロードマップ ......................................................................................... 2-1 
2.1. 目指すスマートシティ ........................................................................................................... 2-1 
2.2. ロードマップと KPI ............................................................................................................... 2-2 

3. 実証実験の位置づけ ...................................................................................................................... 3-1 
3.1. 実証実験を行う技術・サービスのロードマップ内の位置づけ ............................................. 3-1 
3.2. ロードマップの達成に向けた課題 ......................................................................................... 3-2 
3.3. 課題解決に向けた本実証実験の意義・位置づけ ................................................................... 3-2 

4. 計画 ................................................................................................................................................ 4-1 
4.1. 実証事業概要 .......................................................................................................................... 4-1 
4.2. 構築物 ..................................................................................................................................... 4-2 
4.3. 各検証内容............................................................................................................................ 4-16 

5. 実験実施結果 ................................................................................................................................. 5-1 
5.1. 実験結果と分析 ...................................................................................................................... 5-1 
5.2. 考察と課題............................................................................................................................ 5-12 

6. 横展開に向けた一般化した成果 .................................................................................................... 6-1 
7. まちづくりと連携して整備することが効果的な施設・設備の提案 ............................................. 7-1 
 
 



 
 
 
1.  はじめに 
1.1 対象区域について 
 
 

Copyright © 2022 The Council for Area Development and Management of Otemachi, Marunouchi, and Yurakucho. 1-1 

1.  はじめに 
「大手町・丸の内・有楽町地区スマートシティ 大丸有エリア MICE 実証事業」（以後、本実証事業）

に取り組む事業主体である「大手町・丸の内・有楽町地区 スマートシティ推進コンソーシアム」に関

する基本事項について説明する。 
 
1.1. 対象区域について 

大手町・丸の内・有楽町地区（以後、本地区）は、日本経済を牽引する東京都心のビジネスエリア

であり、日本の国際競争力を牽引していくためにも、先進的なスマートシティ化を推進している区域

である。区域面積は約 120ha で、超高層ビルが軒を連ねるため建物延床面積は約 800ha（建設予定含

む）、建物棟数は 101 棟（建設予定含む）となっている。世界でも有数の業務地区（CBD1）であり、

就業人口は約 35 万人、約 5,000 社が拠点を構えている。 

図 1.1-1 大手町・丸の内・有楽町地区鳥瞰図 
 
1.2. コンソーシアムについて 

本地区では 1988 年に地権者の団体である「一般社団法人大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり

協議会（以後、協議会）」を発足以来、地権者、所在企業、行政も参加する公民協調のもと、まちづ

くり活動を進めてきた。政府が唱える「Society 5.0」構想に対応し、本地区のさらなる国際的な競争

力と魅力の維持・向上、及び日本における既成市街地のスマートシティ化のモデルとなるべく、2020
年度に千代田区・東京都・協議会の 3 者で大手町・丸の内・有楽町地区 スマートシティ推進コンソ

ーシアム（以後、本コンソーシアム）を組成。大丸有スマートシティビジョン・実行計画を策定し、

公民協調でスマートシティに取り組んでいる。 
 
1.3. 都市の課題について 

本コンソーシアムは、スマートシティ化を「まちづくりガイドライン2」が示す「まちづくりの目

標」（図 1.3-1）を達成する手段として捉えており、スマートシティ化により、既存の都市機能のアッ

プデートと、これからの社会変化に対応した都市のリ・デザインを実現していきたいと考えている。 

 
 
 
1 「Central Business District」の略。 
2 本地区では、千代田区、東京都、東日本旅客鉄道株式会社、協議会の 4 者で構成する大手町・丸
の内・有楽町地区まちづくり懇談会にて、「まちづくりガイドライン」を策定し、まちづくりの基本
的な考え方を定めている。 
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図 1.3-1 まちづくりの目標 
 

そのうえで、都市の課題として、「区域の発展的課題の 4 象限（図 1.3-2）」を整理している。 

図 1.3-2 区域の発展的課題の 4 象限  
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2.  目指すスマートシティとロードマップ 
2.1. 目指すスマートシティ 

まちづくりの目標（図 1.3-1）として示す飛躍的に高まる区域の価値「創造性」「快適性」「効率性」

の実現と、公民協調のエリアマネジメントという本地区の特徴を生かした「データ利活用型エリアマ

ネジメントモデル」の確立により、全国への展開を本地区では目指している。 
都市とデジタルを融合させ、今後はデータに基づいたエリアマネジメントを実行し、都市の課題に

むけた各種とりすすめについては、官民連携体制及び、エリマネ連携体制を構築し推進し、テーマご

とに取組を進めている活動体とビジョンの共有を図り連携して取組を進めていく。 
 

【エリマネDX】 

活発に実証等を実施するリビングラボとしての実際の物理的な大丸有地区と、データに

より仮想空間上に都市活動が可視化された大丸有デジタルツインが、OMO3として融合する。

それは、言い換えるならば「エリアマネジメントのデジタルトランスフォーメーション

（DX）」の実現である。今後、地区内で公共性を問わず、多様なサービス・アプリケーシ

ョンが創造される。それらを通じても、様々な静的・動的データが収集される。それらデ

ータを収集し、新たに都市にインストールされるデジタル基盤を通じて、シミュレーショ

ンを重ね最適解を素早く見つけることで、都市のリ・デザイン計画が推進され、実際の物

理的な都市空間に対してリ・デザインが実行される。 

就業者や来街者が、より「創造性」「快適性」「効率性」が高まった街で過ごすことが

できるようにするために、データ利活用により、人の行動変容を促し、街側も変化を受容

れる性質を高めることを実現する。それらを実現するために都市OSにあたるITプラットフ

ォームやデータ利活用を推進するライブラリ機能等、システムとエリアマネジメントによ

る運用の体制を整備していく。 

図 2.1-1 エリアマネジメントのデジタルトランスフォーメーション 

 
 
 
3 「Online Merges with Offline」の略。EC サイトやアプリなどのオンラインと実店舗や実オフィ
スなどのオフラインを分断せずに融合することを表す。 
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2.2. ロードマップと KPI 
2022 年度までを第１フェーズとし、都市 OS を立ち上げ、エリマネ活動連携および複数主体の連

携が必要な分野を対象に、自らサービス構築・連携しながらデータ利活用を推進、各種実証を通じた

知見収集を行ってきた。2023～2025 年度までを第 2 フェーズとして各種サービスの実装に向けた体

制・持続的なモデル構築に取り組んでおり、他団体等との連携によりサービスが創出されることも目

指す。以降、2030 年を目標に自走できる運営モデル構築を目指す。 
 

 
図 2.2-1 2030 年までのステップ 

 
スマートシティの KPI に関する議論においては、まちづくりの目標（図 1.3-1）として示す飛躍的

に高められる区域の価値である創造性・快適性・効率性について、以下、街のステートメントを設定

した。（本地区の発展的課題である「日常」「非日常」における「ポテンシャルの拡大」と「レジリエ

ンスの増強」を街として解決するステートメントである。） 
 

 創造性：イノベーションを創造し国際競争力あるビジネスを推進する交流・出会いのある街 
 快適性：ウェルネスを高め誰もが自分らしく心豊かに安心・安全・便利に活動できる快適な街 
 効率性：サーキュラーエコノミーを実現する環境と親和した街、ロボットや自動化を導入し 

効率的な街  
  
KPI は本ステートメントを各々の構成要素に分解し、それらを達成目標として KPI に変換するこ

とを考え、取組状況等の成果に向かう途中段階を「取組 KPI」とし、取組成果の評価設定を「成果

KPI」として、評価設定を 2 段階に設計した。KPI の目標達成年度を設定するとともに定量・定性合

わせた評価が出来るように考慮した。これらの設計により、社会状況に合わせた柔軟な評価判定と、

プロセスを多面的に評価することを出来るようにした。 
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図 2.2-3 KPI（例示） 
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3.  実証実験の位置づけ 
3.1. 実証実験を行う技術・サービスのロードマップ内の位置づけ 

本コンソ―シアムでは、スマートシティビジョン・実行計画で整理した図 1.3-2 に示す「区域の発

展的課題の 4 象限」から検証テーマを設定し、関係事業者と連携のうえで実装化に向けた取り組み

を推進している。 
本実証事業では、感染症対策の観点から開催が見送られる機会が多く、過年度の取り組みにて検証

を行えずにいたイベントや会議・展示会等の MICE 来街者に向けた施策として、デジタルマップ等

を活用したエリア情報発信の在り方や、情報発信に必要となる都市 OS の機能の在り方について検証

する。MICE で非日常的に来街する人を対象に、MICE 期間中の周辺エリアでの体験価値を向上させ

ることで、「非日常のポテンシャルの拡大」を通じて、都市の価値向上につなげることを狙いとして

いる。 
当地区では 2017 年に都心型 MICE の誘致促進を目的に、MICE 施設、ユニークベニュー施設やホ

テルなどを所有、運営する団体を中心に結成された DMO 東京丸の内が設立されている。MICE 施設

の整備・拡充に加え、街一体となって MICE を受け入れるための環境を整備することに向けて、ユ

ニークベニュー等を活用したイベントの街全体への拡張や、夜のアフターMICE の時間へのイベン

トの拡大等を検討している。また、東京国際フォーラム等の施設の中で開催される MICE が街中に

滲み出すための公的空間活用の仕組みの整備や、複数の会場を使った街一体型のイベントの受け入

れメニュー化、DMO 東京丸の内の活動を通じたユニークベニュー新規開拓等に取り組んでいる。 
MICE 機能整備や MICE ブランド力の向上は、将来の MICE を誘致し、エリアの知的交流機会創造

に寄与するものでもあり、当地区でのエリア MICE の実現により、当地区の都市の価値が向上する

ことを目指している。 

図 3.1-1 エリア MICE を通じた都市のポテンシャルの拡大4 
 

 
 
 
4 大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり懇談会『大手町・丸の内・有楽町地区都市観光ビジョ
ン』（2019.12 改定）より引用 
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3.2. ロードマップの達成に向けた課題 
エリア MICE の充実、MICE 来街者の会場周辺エリアでの滞在・体験価値の向上に向けては、施

設・コンテンツの整備・拡充のみならず、それらの情報受発信も重要となる。当地区は、MICE 会場

の周辺エリアとして多様な施設・コンテンツが存在する一方、関係者（MICE 主催者・参加者・エリ

アマネジメント団体・店舗等）間での情報連携を課題に資源の有効活用が達成されないことも少なく

ない。 
現状は DMO 宛に事前相談がある案件を中心に、都度連携対応する状況であり、関係者が簡易に利

用できるようなメニューとしての情報連携体制が備わっている状況ではない。 

図 3.2-1 エリア MICE 実現に向けた課題と本実証事業の概要 
 
3.3. 課題解決に向けた本実証実験の意義・位置づけ 

本実証事業を通じた課題解決の意義として、都市型のエリア MICE 実現に向けたエリア側として

具備すべきデジタルメニューの在り方についての知見獲得があげられる。 
テーマ性をもって開催される MICE の来街者については、日常的な来街者よりも属性が偏る傾向

を推察できる。網羅的なエリア情報の発信だけではなく MICE 参加者群/参加者志向と親和性の高い

エリア情報を発信することができれば、より効率的に関係者がメリットを享受する体制構築につな

げられる。 
本実証事業は、MICE 開催地の情報発信メニューとしてどのような形態（収集情報・発信媒体等）

が適しているのかを確かめることで、前述の当地区の目指す姿・抱える課題の解決につなげる検証と

なる。 
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4.  計画 
4.1. 実証事業概要 

図 4.1-1 実証事業の内容 
本実証事業では、前章までに記した内容の検証に向け、図 4.1-1 下部に示す取り組み対象 4 点、 

 エリアの魅力が伝わる MAP 
 エリアコンテンツ発信用 web サイト 
 他のシステムとデータ連携する都市 OS 
 MAP のコンテンツ登録を簡略化する CMS 

のうち、下線を引いた 2 点を本年度の実施対象とし、MICE 来街者に向けた周辺エリア情報の有効な

発信方法について、実際に当地区内で開催された MICE 参加者向けに実証的に情報を提供し、アンケ

ート調査を用いて情報発信の在り方を検証した。他の 2 点については、今後の取り組みや本実証事業

外の取り組みとして実施する。 
検証については、2023 年度中にエリア内で開催された MICE のうち、DMO 東京丸の内としての関

与、主催者側の意向を鑑み、下記３つの MICE を対象として実施。 
検証①：第 31 回日本医学会総会 2023 東京・博覧会：2023 年 4 月 15 日～23 日 
検証②：第 77 回日本臨床眼科学会：2023 年 10 月 6 日～9 日 
検証③：第 8 回サステナブル・ブランド国際会議 2024 東京・丸の内：2024 年 2 月 21 日～22 日 

 本実証事業に関する目標（KPI）としては、MICE サービス（＝エリアの魅力が伝わる MAP）利
用者からの満足度 50%以上を掲げ、上記検証①～③においてアンケート調査を実施。 

図 4.1-2 実証事業のスケジュール 
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4.2. 構築物 
【エリアの魅力が伝わる MAP】 

(１) 概要 
MICE 参加者向けに、MICE 期間中に会場周辺エリアへの回遊を促進するような情報を提供するこ

とで、本地区での滞在をより充実したものとするため、エリアの魅力が伝わるマップを作成した。 
コンセプトとして「見ていて楽しいマップ」などのキーワードを掲げ、エリア・施設やイベントな

どの特徴に合わせたデザインや機能の実装・コンテンツ掲載を行い、MICE で訪れている来街者だけ

でなく、来街予定者に対してもエリアの価値・魅力を伝える「デジタルデフォルメマップ」としてマ

ップを構築。MICE 参加者への提供ならびにアンケート集計、分析を実施した。 
 

(２) 検討状況／実証状況・結果 
テーマパークのデジタルマップやイベントにおけるデフォルメマップ等、国内外の事例や 3D デー

タを活用した事例などを調査し、技術的なフィジビリティから以下 5 案を検討。今後の拡張性やスケ

ジュールなどから案 1、案 2、案 3 を基本筋として検討を継続。それぞれの案のイメージを図 4.2-1~5
に示す。図内の赤枠部分がデジタルデフォルメマップ構築にあたり新規に検討した内容となってい

る。 
 

表 4.2-1 デフォルメマップの構築案一覧 

# 検討案 内容 

1 
Mapbox5上に GeoTIFF6ファイル（デフ
ォルメマップ）を重畳 

ベース地図と形状が一致したイラスト地図を作成し、GeoTIFF ファイルとして重
畳することでデフォルメマップを表現。 

2 
Mapbox 上にベース地図上に、POI7ア
イコンデータとして画像データを重畳 

Mapbox のベース地図上に、POI アイコンデータとして画像データを重畳する。ラ
ンドマークとなるビルなどの画像データを準備することでデフォルメマップを表現。 

3 外部サービスを活用 
作成されたイラスト地図をそのまま活用し、ベース地図の位置関係にあわせるサ
ービスを活用してデフォルメマップを表現。 

4 
Mapbox のベース地図上に、POI アイコ
ンデータとして３D データを重畳 

Mapbox のベース地図上に、POI アイコンデータとして３D データを重畳すること
で、デフォルメマップを表現。 

5 
Mapbox 上でソリューション（OSS8）を
活用 

作成されたイラスト地図をそのまま活用しベース地図の位置関係にあわせるソリュ
ーション（OSS）を活用してデフォルメマップを表現。 

 
 

 
 
 
5 Mapbox とは、位置情報プラットフォームサービスで、数多くのマップアプリで使用されている
地図や位置情報サービスを提供する。様々な情報を統合し、目的に合わせた地図を自由に構築する
ことが可能になる。（ ） 
6 GeoTiff はラスターイメージに地理参照情報が埋め込まれたファイルを意味する。 
7「POI（Point of Interest）データ」は地物を表現する「点」と同じ意味で用いており、単一の頂
点から構成される地物を「ポイント（＝POI）データ」のことを指す。 
8 「OSS（Open Source Software）」は無償で利用でき、プログラムのソースコードが一般公開され
ているソフトウェアのことを指す。 
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図 4.2-1 デフォルメマップ検討案 1: Mapbox 上に GeoTIFF ファイル（デフォルメマップ）を重畳 

図 4.2-2 デフォルメマップ検討案 2: Mapbox 上にベース地図上に、POI アイコンデータとして画像
データを重畳9 

図 4.2-3 デフォルメマップ検討案 3: 外部サービスを活用 

 
 
 
9 Mapbox のベースマップ上だけでなく、Web 上でも POI の追加が可能なため重複して表示 
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図 4.2-4 デフォルメマップ検討案 4: Mapbox のベース地図上に、POI アイコンデータとして３D
データを重畳 

図 4.2-5 デフォルメマップ検討案 5: Mapbox 上でソリューション（OSS）を活用 
 

ア 検討案比較及び今回の採用案 
デフォルメマップの構築案として、表 4.2-1 の#1~3 案に対して比較検討を行い、採用案を決定。

「体制」「コスト」「期間」「デザイン性」「モビリティなど動的情報の表示」「都市 OS とのコンテン

ツ連携」の 6 項目において比較を行った。検討過程において浮上した案 2 の派生形も比較対象と含

め、表 4.2-2 に比較結果をまとめた。 
モビリティなどの動的情報表示など、今後の拡張性およびコンセプトである「見ていて楽しいマ

ップ」からデザイン性を重視。そこで、今回の採用案としては「案 2’ Mapbox 上でのベース地図に、

イラストマップ風にデフォルメしたものを新たに作成・追加し、そのマップ上に画像データを重

畳」として設計並びに実装を進めることとした。 
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表 4.2-2 デフォルメマップの構築案一覧 
 

Mapbox ベース 外部サービス活用 

案 1 案 2 案 2’ 案 3 

概要 

Mapbox 上に GeoTIFF ファイ
ル（デフォルメ地図）を重畳 

Mapbox を活用するため拡張性
が高いが、マップの緯度経度を合

わせる必要がある。 

Mapbox のベース地図上（ス
ムーズ地下防災バージョンベー

ス）に、POI・カスタムマーカーと
して画像データを重畳 

Mapbox を活用するため拡張性
が高い。Mapbox で通常の POI
追加とほぼ同様の手順で実装で

きる。 

案 2 の派生で、Mapbox 上で
のベース地図に、イラストマップ
風にデフォルメしたものを新たに
作成・追加し、そのマップ上に画

像データを重畳 
Mapbox を活用するため、拡張
性が高い。Mapbox で通常の
POI 追加+デフォルメマップの色
設定を行うことで実装できる。 

外部サービスを活用（A 社） 

既存の地図をそのままデフォルメマッ
プにできる。（デフォルメマップと

Mapbox の緯度経度があっていな
いくても重畳できる） 

その他、A 社の既存サービスも簡易
に活用可能 

体制 デザイン地図作成＋フロント開発 フロント開発 フロント開発 A 社 

コスト △ ○ △ △ 

期間 △ ○ ○～△ ○～△ 

デザイン性 ○～△ △～× ○～△ ○ 

動的情報
の表示 

○ ○ ○ △ 

都市 OS と
のコンテンツ

連携 
○ ○ ○ △ 

 
 

イ デフォルメマップ構築スケジュール 
上記採用案に従い、デフォルメマップ構築までの進め方並びにスケジュールを作成し、各種対応

を実施した。 
 

図 4.2-6 デフォルメマップ構築に向けた進め方 
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図 4.2-7 デフォルメマップ構築スケジュール 
 

ウ 設計・実装概要 
(ｱ) コンテンツ設計 

デジタルデフォルメマップ上に重畳したコンテンツ種別としては「①ランドマークアイコン」

「②エリアおすすめ情報 POI」の 2 種類である。それぞれの設計並びにマップへの重畳については

以下の通りである 
A  ①ランドマークアイコン 
ランドマークとなる施設スポットを選定。建物だけでなく、通りやスポットなどの単位で選定

を行った。ランドマーク以外にも、当地区の情景や当地区内で過ごす人々の様子が伝わるような

アイコンを重畳することで「見ていて楽しいマップ」として当地区の魅力を伝えることができる

と考え、「その他」として整理した。 
ランドマークアイコンとしてマップ上に重畳するにあたり、GeoTiff 形式、POI 形式、ポリゴン

形式、ライン形式の 4 点から検討を実施し、各スポットの特徴から形式の組み合わせなども考慮

した上で重畳形式を図 4.2-8 のように整理した。 
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図 4.2-8 ランドマークアイコンの整理 
 

B  ②エリアおすすめ情報 POI 
エリアとしておすすめする POI の種別として「イベント情報」「アート情報」「グルメ（レスト

ラン）情報」の 3 種類として整理。 
「イベント情報」については対象 MICE の情報だけでなく、MICE 期間内（前後含む）に当地区

で開催されるイベント情報を収集し、マップ重畳に向けた設計を実施。 
「アート情報」については、屋外に設置されているアート及び美術館を収集対象として、マップ

重畳に向けた設計を実施。 
「グルメ（レストラン）情報」については、MICE 主催者に参加者属性をヒアリングした他、MICE

と連携する店舗などを選定し、マップ重畳に向けた設計を実施。 
 

(ｲ) 機能設計 
マップの構築に向けて「見ていて楽しいマップ」コンセプトや、MICE で訪れている来街者だ

けでなく、来街予定者に対してエリアの価値・魅力を伝えるというユーザーストーリーからマッ

プ機能の洗い出しを実施。そのうち優先度や実装負担などから、表 4.2-3 機能洗い出しおよび

「第 77 回日本臨床眼科学会」までの MVP のうち白抜きされた項番を「第 77 回日本臨床眼科学

会」までの MVP（Minimum Viable Product）として整理し、機能設計を行った。 
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 表 4.2-3 機能洗い出しおよび「第 77 回日本臨床眼科学会」までの MVP 
項
番 

システム ユーザーストーリー 機能 機能概要 
9 月向けスコー
プ（MVP） 

備考 

1 

Web・スマ
ホアプリ 

アプリを利用する際
にユーザーにログイ
ン・ログアウトさせる

ようにしたい。 

ログイン機能 
個人の認証情報を用いてログインすることができ
る機能 

×   

2 ログアウト機能 ログアウトすることができる機能 ×   

3 新たに利用するユ
ーザーに対して会

員登録を行うことが
できるようにしたい 

会員新規登録
機能 

新規に会員登録を行うことができる機能 ×   

4 
必要情報入力
機能 

会員登録に必要な情報を入力して頂き、システ
ム上に連携することができる機能 

×   

5 

マップを表示したい 

デフォルメマップ
表示機能 

マップを表示することができる機能 ○   

6 地図縮尺変更 
ユーザー自身で地図の縮尺を変更することがで
きる機能 

○   

7 
地図上表示エリ
ア絞り込み機能 

地図上で表示するエリアを限定することができる
機能 
（大丸有エリアのみなど） 

○   

8 
地図初期表示
位置変更機能 

マップを表示する際の初期位置を、システム側か
ら変更・設定できる機能 
（東京駅を初期位置にするなど） 

○   

9 
現在位置表示
機能 

ユーザーのクライアント端末の現在位置を表示し
てくれる機能 

○   

1
0 

エリア混雑情報
可視化機能 

エリアの混雑情報をマップ上に可視化することが
できる機能 

×   

1
1 

地図表示回転
機能 

ユーザー自身で地図の表示を回転させることが
できる機能 

× 

マップの動きに合わせてランド
マークアイコンの制御に時間を
要するため、北を上にして表
示を実施 

1
2 

表示設定の保
存機能 

表示設定を保存しておき、ユーザーがアクセスす
ると以前の設定状態でマップを利用できるように
したい 

○ 
前回設定を localStorage
に保存しておき、次回表示時
に読み込み 

1
3 

iframe 埋め込
み 

他のサイトに iframe としてマップを埋め込めるよ
うにしたい 

○   

1
4 

マップ上でイベント
情報やレストラン情
報など各情報を確
認できるようにした

い 

対象 POI のマッ
プ上表示機能 

対象の POI アイコンを表示する ○   

1
5 

POI アイコンタッ
プ時の詳細情報
表示機能 

POI アイコンをタップした際に、詳細情報として該
当の POI アイコンの情報を表示する 

○   

1
6 

POI ON/OFF
ボタン機能 

画面上のボタンを押すことで POI の表示・非表
示を制御する 

○   
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1
7 

POI の自動切り
替え機能 

イベント期間や時間に応じて POI の表示・非表
示が自動的に切り替わる機能 

×   

1
8 

POI 混雑情報
表示機能 

その POI 施設の混雑情報などを表示することが
できる機能 

×   

1
9 

POI お気に入り
登録機能 

ユーザーが POI のお気に入り登録をすることがで
きる機能 

×   

2
0 

POI お気に入り
登録解除機能 

ユーザーが POI のお気に入り登録を解除するこ
とができる機能 

×   

2
1 

マップ上でリアルタイ
ムに連携された各
情報を確認できる

ようにしたい 

動的 POI のマッ
プ上表示機能 

対象の POI アイコンを表示する ×   

2
2 

動的 POI アイコ
ンタップ時の詳細
情報表示機能 

POI アイコンをタップした際に、詳細情報として該
当の POI アイコンの情報を表示する 

×   

2
3 

動的 POI の詳
細情報リアルタイ
ム変化機能 

POI アイコンをタップした際に、詳細情報として該
当の POI アイコンの情報を表示する 

×   

2
4 

動的 POI 
ON/OFF ボタン
機能 

画面上のボタンを押すことで POI の表示・非表
示を制御する 

×   

2
5 

エリアの魅力が伝わ
るようにマップをデフ

ォルメしたい 

ランドマークアイコ
ンのマップ上表示
機能 

対象のランドマークアイコンを表示する ○   

2
6 

ランドマークアイコ
ンタップ時の詳細
情報表示機能 

ランドマークアイコンをタップした際に、詳細情報と
して該当のランドマークの情報を表示する 

○   

2
7 

マップの自動切り
替え機能 

天気や昼夜の状況に応じてマップが自動的に切
り替わる機能 

×   

2
8 

デフォルメマップ
⇄通常マップ切
り替え機能 

期間限定のイベント実施時、該当のランドマーク
もしくは POI が強調されてマップ上に表示される
機能 

×   

2
9 

階層切り替え機
能 

地下や地上、地上内でも 1 階、2 階…など選
択し、切り替えることができる 

×   

3
0 

来街したユーザーに
対してエリアを楽し
んでもらえるようにし

たい 

クーポン連携機
能 

特定 POI のイベントや施設と連携したクーポン
を表示・使用ができる機能 

○   

3
1 

イベントチケット
連携機能 

特定 POI のイベントや施設と連携した入場のた
めのチケットを管理・利用することができる機能 

×   

3
2 

施設予約機能 
特定 POI のイベントや施設と連携した施設の
予約をすることができる機能 

×   

3
3 

デジタルスタンプ
機能 

特定 POI のエリアに行くことで、QR コードや
GPS 機能を介してスタンプを獲得・集めることが
できる機能 

×   
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3
4 

天気情報表示
機能 

エリアの天気情報を表示する機能 ×   

3
5 

大丸有イベント
カレンダー表示
機能 

大丸有エリアのイベントをカレンダー形式で表示
することができる機能 

×   

3
6 

エリアに関するお
知らせ機能 

エリアに関する新着情報などをお知らせ形式で
表示することができる機能 

×   

3
7 

イベント一覧表
示機能 

開催中のイベントを一覧形式で確認できる機能 ×   

3
8 

レコメンドイベント
表示機能 

期間限定のイベント実施時、該当のランドマーク
もしくは POI が強調されてマップ上に表示される
機能 

○   

3
9 

イベントサイトや
アプリなどへの遷
移機能 

  ○   

4
0 

来街したユーザーに
対してさまざまなル
ートでエリアを案内
できるようにしたい 

最短ルート表示
機能 

目的地への最短ルートを表示することができる機
能 

×   

4
1 

混雑回避ルート
表示機能 

目的地へ混雑回避をしていくことができるルート
を表示することができる機能 

×   

4
2 

レコメンドコース
表示機能 

目的地へのレコメンドルートを表示することができ
る機能 

×   

4
3 

3 次元での経路
案内機能
(AR/MR) 

行きたい場所に行く際に、AR 画面に切り変わっ
て矢印など経路を案内してくれる 

×   

4
4 

来街していないユー
ザーに対してもアプ
リからエリアの魅力

を伝えて来街するき
っかけを伝えることが
できるようにしたい 

バナー表示機能 
ページ上部または下部にバナーとして情報を掲
載することができる機能 

○ 
OhMYMap！スムーズ地下
防災 ver への遷移バナーの
準備 

4
5 

バナーによるレコ
メンドイベント表
示機能 

バナーに個人の嗜好やマップ運営者オススメのイ
ベントを掲載することができる機能 

×   

4
6 

ユーザーが欲しいと
思ったエリアの情報
にすぐにアクセスでき

るようにしたい 

POI・ランドマーク
検索機能 

該当の POI やランドマークを検索により探すこと
ができる機能 

×   

4
7 

POI・ランドマーク
フィルタ機能 

様々な種類の POI やランドマークをユーザーの
欲しい情報単位でフィルタをかけることができる機
能 

×   

4
8 

SNS 連携機能 
各 SNS にデフォルメマップの POI 情報を連携す
ることができるボタン機能 

×   

4
9 エリアの情報をユー

ザーが書き込めるよ
うにしたい 

エリア固有情報
ポスト機能 

該当の POI やランドマークを検索により探すこと
ができる機能 

×   

5
0 

レビュー機能 
様々な種類の POI やランドマークをユーザーの
欲しい情報単位でフィルタをかけることができる機
能 

×   
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5
1 

エリア固有情報
修正・削除機能 

SNS にデフォルメマップの情報を自動で連携する
ことができるボタン機能 

×   

5
2 アプリ上から各設定

を行えるようにした
い 

各会員情報変
更機能 

登録した会員情報に変更が出た際に、情報を
入力し変更を保存できる機能 

×   

5
3 

会員退会機能 
ユーザー自身で会員を退会することができる機
能 

×   

5
4 

マップに関わる各情
報を表示したい 

凡例情報表示
機能 

POI やランドマークなどマップに関わるアイコンの
凡例を表示する機能 

×   

5
5 

利用規約表示
機能 

アプリ利用時の利用規約を表示することができる
機能 

○   

5
6 

出典情報表示
機能 

POI やランドマークなどの情報の出典元を表示
する機能 

○   

5
7 

プライバシーポリ
シー表示機能 

アプリが利用する各パーソナルデータについてのポ
リシーを表示することができる機能 

×   

5
8 

乗り方案内表示
機能 

特殊なモビリティなどに対して乗り方の案内を行
うことができる機能 

×   

5
9 

お問合せ機能 
アプリサービス提供者に対して、各問い合わせを
実施できる機能 

×   

6
0 

アプリに関するお
知らせ表示機能 

アプリに関する変更点などお知らせを表示するこ
とができる機能 

×   

6
1 

使い方サポート
機能 

アプリの使い方サポートのページを表示する機能 ×   

7
0 

Google 
Analytics 

Web、スマホアプリ
を使用したユーザー
の分析を行えるよう

にしたい 

PV 数計測 デフォルメマップのページ閲覧回数を計測 ○   

7
1 

UU 数計測 
デフォルメマップを利用したユニークユーザー数を
計測 

○   

7
2 

ボタンタップイベン
ト計測 

全てのボタンタップのイベントが発生したイベント
数を計測 

○   

7
3 

POI ボタンなど
該当ボタンタップ
時のイベント計
測 

該当のボタンタップのイベントが発生したイベント
数を計測 

○   

7
4 

平均エンゲージメ
ント時間計測 

デフォルメマップに滞在した平均エンゲージメント
時間を計測 

○   
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(ｳ) 画面設計・デザイン 
コンテンツ設計並びに機能設計の内容をもとに画面デザインを検討。デザインの考えとして、

当地区の魅力を訴求する「デザインのトーン&マナー（世界観）」を重視し検討を実施。その中で

今回の検討にあたり「A 案：親しみカジュアル案」「B 案：スタイリッシュ案」「C 案：ユニーク

案」の３案準備し議論を行った。 
協議の結果、「A 案：親しみカジュアル案」とこれまでのマップにはない特色を持つ「C 案：ユ

ニーク案」を掛け合わせつつ、当地区に対して来街者が思う特別感や高級感といった特性も考慮

し、A 案と C 案を掛け合わせたマップの中でもスタイリッシュに寄せたデザイン案で決定した。 
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図 4.2-9 検討したデザイン 3 案 

 
決定した方針をもとに、画面設計およびデザインの作成を進め、図 4.2-10 の画面設計・デザ

イン内容で実装を取り進めることとした。また MICE 会場となるランドマーク（東京国際フォー

ラム・KITTE/JP タワー）については、①ポリゴンの背景色を水色に変更、②ランドマークアイコ

ン下部の雲の色の変更を実施することにより、MICE 参加者に対してもマップ上ですぐに会場が

わかるような実装を取り入れた。 
最終的に 2024 年 10 月 2 日 15:00 に「https://ammap.tokyo-omy-w.jp/」のドメインリリースが完了

し、MICE 参加者に利用いただける状態となった。 
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図 4.2-10 画面デザインならびに機能ごとの画面内容 
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図 4.2-11 スプラッシュスクリーン〜初回モーダル〜マップ画面 

 
4.3. 各検証内容 

【検証①】第 31 回日本医学会総会 2023 東京・博覧会 
 期間：2023 年 4 月 15 日~23 日 
 場所：東京国際フォーラムおよび丸の内/有楽町エリア 
 特徴：登録制の屋内会場での学術集会のみならず、一般参加も可能な博覧会・周辺エリアでの

イベント連携も図られた大規模な MICE であり、エリア内の回遊を意識した MICE として開

催された。 
 本実証事業の取り組み：関連イベントの発信のみならず MICE 参加中や前後の時間でも、参

加者にエリアを味わい尽くして頂くため、エリアコンテンツ発信用の web サイトを本実証事

業の取り組みとして構築し、web サイト内のコンテンツ閲覧ログから、情報発信すべきコンテ

ンツについて MICE 参加者の関心領域を分析した。構築した web サイトについては、MICE
主催者公式 HP からのリンク、周辺エリア地権者（三菱地所）のプレスリリース等での情報発

信を行った。 
 
 エリアコンテンツ発信用 web サイトの内容 

 厳選 会場周辺オススメ店舗情報 
会場周辺には多数の飲食店舗が存在する状況が、MICE 等で非日常的に来街する人にとっ

ては全量情報の案内は過多になる懸念もあり、検索に不便を感じる人向けに厳選した情報
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を提供。 
 店舗管理会社が飲食店情報案内サイトと連携して構築した特設ページリンク 
 エリアマネジメント組織として選定した店舗情報 
 DMO 東京丸の内会員施設の情報 

 医学会総会期間中に開催 エリア内の盛り上げイベント 
MICE に関連したイベントの開催情報に加え、周辺エリアで開催されている他のイベント

等の情報も発信することで副次的な回遊行動創発を期待し、情報を提供。 
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図 4.3-1 エリアコンテンツ発信用の web サイト 
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図 4.3-2  MICE 主催者公式 HP からのリンク配置（赤導線） 

図 4.3-3 周辺地権者（三菱地所）のプレスリリースの抜粋10 
 
  

 
 
 
10 2023 年 4 月 6 日三菱地所グループ発出リリース：
https://www.mec.co.jp/event_campaign/mec230406_isoukai/mec230406_isoukai.pdf  
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【検証②】第 77 回日本臨床眼科学会 
 期間：2023 年 10 月 6 日~9 日 
 場所：東京国際フォーラム・JP タワーホール＆カンファレンス 
 特徴：登録制の屋内会場での学術集会が中心 
 本実証事業の取り組み：会場が二拠点に分かれるため、会場間の移動に派生して周辺エリアで

の回遊を期待し、デジタルマップを活用して周辺エリア情報を発信。主催者と連携し、学会公

式 HP やアプリからマップへの導線を設置した。マップ内のコンテンツ閲覧ログ分析や、マッ

プ閲覧者を対象に実施したアンケートからの意見収集やマップへの満足度調査を行った。 
 

 デジタルマップでの情報発信内容 
 学会会場情報 
 周辺エリアイベント情報 
 グルメ情報 

主催者から学会参加者の志向をヒアリングし、周辺店舗管理側から選定を行い重畳 
 アート情報 

 

 
図 4.3-4 大丸有デジタルマップ画面 
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図 4.3-5 学会公式 HP へのバナー設置  
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 アンケート内容 
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図 4.3-6 アンケート設問 
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【検証③】第 8 回サステナブル・ブランド国際会議 2024 東京・丸の内 
 期間：2024 年 2 月 21 日~22 日 
 場所：東京国際フォーラム・明治安田生命ビル、他周辺会場多数 
 特徴：登録制の会議、一般開放のオープンセミナー等の関連イベント 
 本実証事業の取り組み：メイン会場が二拠点に分かれるほか、周辺エリア内多数の会場にて関

連イベントが開催されるため、プログラムへの参加を主目的としつつ、周辺エリアを回遊する

ことができる情報を発信。（エリアコンテンツ発信用マップの整備、会議 HP プログラムペー

ジへの掲出、会議特集広報誌での発信、当日ガイドでの発信、会場内での発信） 
 
 デジタルマップでの情報発信内容 

 会議会場情報 
本会場、サブ会場の配色表示 

 周辺エリアイベント情報 
イベント関連広報誌連携イベント 

 グルメ情報 
イベント連携店舗、クーポン連携店舗、イベント関連広報誌連携店舗 

 アート情報 
 

 
図 4.3-7 マップ画面 
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図 4.3-8 イベント公式 HP プログラムページ 
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図 4.3-9 会場配布物（一部抜粋） 

 

図 4.3-10 イベント関連広報誌（一部抜粋） 
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 アンケート内容 
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図 4.3-11 アンケート設問 
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5.  実験実施結果 
5.1. 実験結果と分析 

【検証①】第 31 回日本医学会総会 2023 東京・博覧会 
Google が提供する分析サービスである GoogleAnalitics4 が提供する測定 ID を「エリアコンテンツ

発信用 web サイト」内に新規に埋め込み MICE 開催期間中のアクセスユーザー数やユーザー獲得の状

況など、利用状況の把握を行なった。また、エリアコンテンツ発信用 web サイト内にマップとして埋め

込んだ「Oh MY Map!｜Web 版スムーズ地下防災バージョン」には既存の測定 ID が埋め込まれている

ため、そちらを活用し利用状況の把握を行なった。 
 
エリアコンテンツ発信用 web サイトでは、第 31 回日本医学会総会 2023 の開催期間である 2023 年

04 月 15 日から 2023 年 04 月 23 日で 516 ユーザーのアクセスがあった。また各ページの表示回数なら

びにユーザー数を 図 5.1-2 に示す。結果を見るとトップページ（エリアコンテンツ発信用 web サイト

に”meta title”を設定していないため、GoogleAnalytics4 上でページタイトル”not set”として集計が行

われている）の表示回数が 668 回に対して、トップページからサイト内遷移する各ページの表示回数は

最大でも 58 回と大きく数値が下がっていることがわかる。またサイト上部に設置した「おすすめレス

トラン 8 選」「せっかくの丸の内 ラグジュアリーな空間で楽しむグルメ＆お土産」については、比較的

表示回数が多い一方で、サイト下部に設置した「大丸有でアートな春をお楽しみください」「大丸有エ

リアの歴史」についてはさらに表示回数が下がっていることがわかる。 
また web サイト内に Oh MY Map! スムーズ地下防災バージョンを埋め込んだ際の URL11を活用す

ることで、埋め込みマップの利用状況についても分析を実施した。こちらはユーザー数ならびにイベン

ト数は 494 ユーザー、1770 イベントを計測し、マップとしてのコンテンツに一定以上のユーザー関心

があることを伺えた。 

図 5.1-1  GoogleAnalitics4 分析画面【集計期間 2023 年 4/15~4/23】（ユーザー数遷移） 
 
 
 
 
 

 
 
 
11 https://umap.tokyo-omy-
w.jp/?isEmbedded=1&initialZoomRate=14.5&initialLng=139.7634323478188&initialLat=35.677
98025660071&isShowPoiButtons=1 
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 図 5.1-2  GoogleAnalitics4 分析画面【集計期間 2023 年 4/15~4/23】（ページごとの表示回数・
ユーザー数遷移） 

図 5.1-3  GoogleAnalitics4 分析画面【集計期間 2023 年 4/15~4/23】（iframe 埋め込みを Oh MY 
Map! スムーズ地下防災バージョンのユーザー数） 

 
測定結果より、Web サイト形式におけるコンテンツ発信については以下側面があることが分析でき

た。 
・Web サイトはトップページの表示回数に対してリンク遷移を実施するユーザーの割合が少ないため、

多くのユーザーはトップページを見た段階で離脱する。 
・リンク遷移するユーザーのうち、Web サイトの上部にあるコンテンツは比較的リンク遷移を行われる

が、下部にあるコンテンツはリンク遷移が行われにくい傾向があり、コンテンツ内容によらず Web サイ

トのどこに配置するかページ構成が重要となる。 
・一方でマップはページ下部に配置したにもかかわらず、ユーザー数が 494 を記録するなどユーザーの

興味関心をひくコンテンツであると考える。 
・Web サイト形式だとツリー上の表示で、コンテンツの注目度にページ構成が依存しているがマップの

際にはページの上部下部が存在しておらず、一眼的にコンテンツを確認することができるため MICE 来

街者のような当地区に対して親和性がない方達にも満遍なく発信できるため有効なのではないかと考え

る。 
そのため、検証②、③ではマップを主軸とした検証ならびに分析を行い、アンケートを用いてマップ

のコンテンツの興味関心、行動変容について確認を実施した。 
 
 
【検証②】第 77 回日本臨床眼科学会 

検証①同様、Google が提供する分析サービスである GoogleAnalitics4 が提供する測定 ID を「大丸

有デジタルマップ」内に新規に埋め込み MICE 開催期間中のアクセスユーザー数やユーザー獲得の状

況など、利用状況の把握を行なった。また、Microsoft Forms を利用しアンケート集計を行い、MICE
期間中の 2023 年 10 月 06 日から 2023 年 10 月 09 日で回答を募集し、マップの満足度の測定を行っ

た。 



 
5.  実験実施結果 
5.1 実験結果と分析 
 
 

Copyright © 2022 The Council for Area Development and Management of Otemachi, Marunouchi, and Yurakucho. 5-3 

 
大丸有デジタルマップでは、第 77 回日本臨床眼科学会の開催期間前後日を含む 2023 年 10 月 05 日

から 2023 年 10 月 10 日で 221 ユーザーのアクセスがあった。アンケートは 6 件の回収で、「6 人中 4
人が満足もしくはやや満足」であったことから、満足度は 66%を記録した。KPI である「満足度 50%
以上」は達成したものの、ユーザー数ならびにアンケート回答数が低い結果となった。 

 

 
図 5.1-4  GoogleAnalitics4 分析画面【集計期間 2023 年 10/5~10/10】（ユーザー数遷移） 
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図 5.1-5  アンケート結果【集計期間 2023 年 10/6~10/9】 
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測定結果より、マップ形式におけるコンテンツ発信については以下側面があることが分析できた。 
・マップ作成後日本臨床眼科学会の HP におけるバナー掲載や幕間スライドでの表示による拡販をした

ものの、実際にユーザーがマップを見るアクションを起こすまでの強制力が薄いため、約 36 ユーザー/
日という結果になった。 
・マップ作成後も各 MICE の特徴に合わせた柔軟なマップの掲載方法について考慮する必要があり、掲

載形態を考慮した追加開発を各 MICE に応じて柔軟に実施することが必要である。 
・またアンケート数に関してもマップのユーザー数と比例した回答数になっており、まずはマップを見

てもらうこととそこからアンケートを回答するアクション起こすための各 MICE 来街者に対して効果的

なインセンティブも検討する必要があると考える。 
そのため検証③では構築したマップを用いて、MICE 主催者との連携を深めマップ掲載形態の検討・

実装を行った上で検証を実施した。 
 
【検証③】第 8 回サステナブル・ブランド国際会議 2024 東京・丸の内 

検証②と同様の測定 ID を活用し、再度 MICE 開催期間中のアクセスユーザー数やユーザー獲得の状

況など、利用状況の把握を行なった。Microsoft Forms を利用しアンケート集計を行い、MICE 期間中

の 2024 年 02 月 21 日から 2024 年 02 月 22 日で回答を募集し、マップの満足度の測定を行った。 
 
大丸有デジタルマップでは、第 8 回サステナブル・ブランド国際会議 2024 東京・丸の内の開催期間

前後日を含む 2024 年 02 月 20 日から 2024 年 02 月 23 日で 352 ユーザーのアクセスがあった。アンケ

ートは 46 件回答があり、その中で「46 人中 39 人が満足もしくはやや満足」であったことから満足度

は 85 パーセントを記録し、KPI である「満足度 50%以上」を達成した。 
 

 
図 5.1-6  GoogleAnalitics4 分析画面【集計期間 2024 年 2/20~2/23】（ユーザー数遷移） 
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図 5.1-7  アンケート結果【集計期間 2024 年 2/21~2/22】 
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web サイトの測定結果から「MICE 主催者と密に連携し、iframe によるマップ埋め込みを実施した

拡販効果」、アンケート結果から「マップとして掲載するにコンテンツ発信の効果」についてそれぞれ

以下側面があることが分析できた。 
・日本臨床眼科学会時と比べ、「サステナブル・ブランド国際会議 HP 上での iframe 埋め込み」、「MICE
主催者による MICE 期間中の館内アナウンスでのマップ呼びかけ」、「イベント関連広報誌によるマップ

QR コード掲載」など MICE 主催者と密に連携し、各施策を講じたことで約 88 ユーザー/日と日本臨床

眼科学会の際と比べ、１日あたりのユーザー数が約 2.4 倍増えた。 
・検証①で、Web サイトの構成について検証・分析を実施したが、今回「サステナブル・ブランド国際

会議 HP 上での iframe 埋め込み」においてサステナブル・ブランド国際会議 HP 内の Program ページ

上部にマップを配置していただくことができたため、注目度が上がったと考える。 
アンケート設問 5 の結果からも 46 人中 23 人が「サステナブル・ブランド国際会議公式 HP」から知っ

たと回答しており、MICE 主催者との密連携したマップの拡販がまずは重要である。 
・アンケート設問 12 の結果から 46 人中 22 人が「マップ掲載コンテンツを見て現地に行った（行く予

定）」と回答しており、50%弱の行動変容に成功しており、マップにおけるコンテンツ掲載の有効性を確

認することができた。また設問 10の結果から 46 人中 21 人が「グルメ」、14 人が「イベント」に興味が

あると回答しており、その注目度から「グルメ」、「イベント」の２コンテンツは行動変容との因果関係

があると分析できる。 
・アンケート設問 6 の結果から 46 人中 30 人が「会議期間中」にマップを見たと回答しており、会議前

後もマップを見て一体的なサービスを提供できるような機能的なアップデートが必要であると考える。 
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5.2. 考察と課題 
【情報発信・連携の体制】 
・MICE 主催者と連携した公式チャネルでの情報発信 

エリア独自のチャネルでの MICE 参加者への情報発信には限界があり、MICE 参加者宛に情報発
信する上での有効なチャネルはイベント公式 HP/アプリ等を介した連携であることがわかる。情報の
散在による複雑さ（検索性の低下）を回避するためにも公式コンテンツに紐づく情報発信チャネルの
確保が求められる他、イベント公式 SNS での情報発信やイベント会場での掲示、配布物への掲載等
が有効な策と推察される。 

MICE によっては参加者向けにイベント公式アプリを提供する仕組みを取っているものも少なく
ない。情報提供ルートの簡易化のためにも（追加でアプリダウンロードなどが必要にならないために
も）、主催側の提供コンテンツとの連携が重要である。 
 
・MICE 主催者とエリアマネジメント団体との連携に向けた体制 

上記の公式コンテンツとの連携に向けては、MICE 主催者と情報発信（提供）側との対話が求めら
れる。互いが直接的にファーストコンタクトを取ることは現状困難であり、両者を結ぶ中間組織が求
められる。当地区では DMO 東京丸の内が当該役割を担う構図となっており、本実証事業での３検証
に至ったが、未連携イベントもエリア内では無数に開催されている状況であり、さらなる情報発信の
強化（連携案数の増加）に向けては持続性を含め検討する必要が示唆される。また、連携情報の正確
性・粒度についても MICE 主催者と情報発信側の連携度合いが大きく影響する。 

本実証事業においては３つ MICE と連携し検証を行ったが、開催されている MICE のテーマに応
じて参加者属性も可変であり、その参加者属性に応じて会場周辺エリアの情報ニーズも可変である。
MICE 主催者とのヒアリング機会を設け、前述ニーズや傾向を把握することが大切である。 
 
・持続的な情報発信手法確立に向けた示唆 

MICE 会場周辺エリアの充実した情報を MICE 参加者宛に発信することは、周辺エリアで消費活
動等の増加によるエリア側が享受するメリットの存在とともに、MICE 参加者の満足度向上による
MICE 主催者としても有益なことである。MICE の都度、大量の情報収集・発信方法を検討するには
コストが高く、MICE の規模によっても有効性が発揮しきれない。MICE 主催者と来街者の間にも入
り込めるエリアマネジメント組織が、中間的に情報発信の基礎を構築しておくことが、前述障壁を乗
り越える上でも有益であると考えられる。エリアマネジメント組織としての日常的な情報発信の仕組
みの中に、非日常的な情報発信のメニューを位置づけていくことが有効ではないかと考えられる。 
 
【マップでの情報発信の有益性】 
・MICE 来街者の多くは、非日常的に会場周辺エリアに来街するため、周辺エリアの地理情報にも不
慣れなことが多い。マップにてランドマークの情報等と合わせて、会場周辺エリアでの回遊行動につ
ながるようなイベント情報や移動に関する情報を提供することで、周辺エリアでの充実した滞在時間
を過ごすことにつながると考えている。今回の実証においても、「マップを楽しく見ることができた」、
「マップを見て現地に足を運んだ」という利用者も一定数見受けることができ、情報発信ツールとし
ての可能性が感じられた。 
 
・視覚的要素での表現が多いマップを活用した情報発信においては、デザインの調整が多く発生する。
MICE 毎に取り扱うテーマも異なる他、公式情報発信チャネルのトーン＆マナーも異なるため、都度
マップデザインの検討を行う必要が生じてしまう。本実証事業では、連携案件数が限られているため
に、マップデザインの可変度による利用者（MICE 参加者）への影響が確認出来ていないが、継続的
に検証を行うことで、マップデザインの必要度も解像度が増すと考えている。また、MICE 規模によ
ってもマップデザインにかけられる予算等も可変であるため、情報発信のメニューとしても可変要素
に柔軟に対応できるような選択肢を用意しておくべきである。 
 
・情報まとめサイトのような形式で、会場周辺エリア情報を構造化/階層化してしまうと、目的意識を
持った情報検索には対応できるものの、まとめられた情報のタイトルを見るにとどまり、深層の情報
に辿り着かない可能性も高く、MICE を主目的とし、副次的に会場周辺を回遊するうえでエリア全般
を把握したいニーズには、マップ形式のような視覚的・直感的に情報が把握できる構造での情報発信
の方が適しているかもしれない。 
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【収集情報・連携機能の拡大】 
・充実した会場周辺エリア情報の発信に向けた連携情報の増加・詳細化が求められるのは勿論だが、
MICE 主催者や MICE への協賛者が用意する情報（周辺・連携店舗でのクーポン等を含む）の収集
や当該収集情報を利用するに当たり必要となる機能（クーポンのチケッティング等）をも搭載したツ
ールとして情報発信の手法を考えるべきである。本実証事業での検証では、前述の追加機能の実装に
は至っておらず、今後も機能拡充とともに検証を続ける必要があると考える。 
 
・大規模な国際会議等の誘致を検討する際、情報発信手法の多言語化についても避けることはできな
い。情報発信ツールとしての対応並びに、収集してくる情報自体の多言語化についても全体的に取り
組んでいく必要がある。 
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6.  横展開に向けた一般化した成果 
【MICE 主催者と周辺エリアをつなぐ組織の重要性】 
・5.3 の考察として記載した通りではあるが、エリア MICE の充実に向けた会場周辺エリアの情報発
信については、地元エリアマネジメント団体のような組織が仲介的な役割を担うことで、円滑な情報
発信につなげることができる。また、仲介的な役割の要素として、単純なステークホルダー間の接続
だけではなく、汎用的なデータプラットフォームも具備しておくことで、各回あたりの対応効率化が
見込める。また、各種連携実績データの蓄積も共通化できるため、分析結果・改善策を次の MICE 時
の対応につなげることができる。 
 
・MICE 主催者が独自に周辺エリア情報の発信を検討している/周辺店舗との連携ランチクーポンの
発行等を検討している事例も多く、周辺エリア情報発信方法の検討における初期のステップとして
MICE 主催者の情報発信意向ヒアリングを経ることが有効である。 
 
・MICE 主催者と連携する立場として間接的な関与となるエリアマネジメント組織による情報発信
には、関係者間で取り組みの位置づけが曖昧になってしまう懸念もあり、位置づけを明確化する上で
も、本実証事業のようなきっかけでの事例作りも含め、実績を重ねていくことが大切である。 
 
【マップとしての情報発信の価値】 
・開催地にもよるが、MICE 参加者の多くは非日常的に会場周辺エリアに来街することとなり、地理
的な情報と周辺エリア情報がセットで把握できるツールでの情報発信が有効である。そのうえで、確
実に参加者宛に情報提供を行うためにも、MICE 公式コンテンツと連携した、マップ形式での情報発
信が有効である。 
 
【MICE 候補地選定への貢献可能性】 
・情報連携範囲や連携機能次第ではあるが、MICE 会場周辺のエリア情報が地元からの提供メニュー
として具備されている場合、MICE 開催地の候補選定の要素としてエリアに貢献するような可能性も
ある。 
 
7.  まちづくりと連携して整備することが効果的な施設・設備の提案 
【情報発信の仕組み作り】 
・効率的な情報発信に向けては、単一目的化されたチャネルでの情報発信ではなく、他サービスと結
びついた一体的な形式での情報発信ツールとすることが肝要である。MICE 主催者の公式コンテンツ
との連携とも前述しているが、例えば来場に必要となるチケッティングシステムとの連携や宿泊・移
動を伴う形式の MICE であればそれら関連サービスとの一体的な情報提供が望ましい。MICE 参加
者の来街行動と紐づいた一貫したサービス提供に向けて、より多くのステークホルダー間での連携が
求められる。 
・発信情報量の増加・詳細化に向けては効率的な情報収集が求められるが、情報発信元によりデータ
形式が多様である。より多くのサービス上での情報発信に向けては、共通フォーマット化した情報の
収集・配信の仕組み作りが求められる。 


